
『
医

療
的

ケ
ア

児
の

災
害

の
備

え
」

記
入

の
手

引
き

２
０

２
０

年
１
月

奈
良

県
福

祉
医

療
部

医
療

政
策

局

健
康

推
進

課





目
次

１
）

は
じ

め
に

２
）

「
医

療
的

ケ
ア

児
の

災
害

の
備

え
」

の
作

成
目

的
・
活

用
意

図

３
）

「医
療

的
ケ

ア
児

の
災

害
の

備
え

」
の

構
成

４
）

記
入

の
手

引
き

５
）

参
考

資
料

一
覧

６
）

「医
療

的
ケ

ア
児

の
災

害
の

備
え

（
概

要
版

）」
作

成
検

討
会



１
）

は
じ

め
に

阪
神

淡
路

大
震

災
の

発
生

か
ら

、
今

年
で
2
5
年

が
経

過
し

ま
す

。
そ

の

後
も

、
東

日
本

大
震

災
、
熊

本
地

震
、
西

日
本

豪
雨

、
大

阪
北

部
地

震
、
北

海
道

胆
振

東
部

地
震

等
々

の
大

き
な

自
然

災
害

の
発

生
が

続
い

て
お

り
、

被
災

者
の

方
々

へ
の

支
援

の
強

化
と

と
も

に
、
平

常
時

の
｢備

え
｣の

重

要
性

が
認

識
さ

れ
て

い
ま

す
。

大
規

模
災

害
で

は
、
広

く
周

囲
の

方
す

べ
て

が
被

災
者

と
な

り
ま

す

が
、
特

に
、
在

宅
で

医
療

的
ケ

ア
を

受
け

て
い

る
方

は
、
よ

り
大

き
な

被

害
を

う
け

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。
災

害
の

直
接

的
被

害
に

加
え

、
停

電

等
の

た
め

医
療

機
器

の
使

用
や

酸
素

ガ
ス

の
供

給
に

支
障

を
来

す
状

況

が
想

定
さ

れ
、
後

者
に

つ
い

て
も

平
常

時
か

ら
、
ご

家
族

が
自

ら
備

え
て

お
く

こ
と

が
と

て
も

大
切

に
な

り
ま

す
。

過
去

の
大

き
な

災
害

で
は

、

災
害

直
後

の
数

日
間

は
行

政
の

支
援

も
十

分
に

は
機

能
し

な
い

こ
と

が

指
摘

さ
れ

て
い

て
、
最

低
3
日

間
く

ら
い

は
自

分
た

ち
家

族
の

力
で

乗
り

切
る

た
め

の
準

備
を

し
て

お
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

｢医
療

的
ケ

ア
児

の
災

害
の

備
え

｣
は

、
ご

家
族

が
自

ら
書

き
進

め
る

こ
と

で
、
準

備
す

べ
き

具
体

的
内

容
や

災
害

発
生

時
の

適
切

な
行

動
が

理
解

で
き

、
実

際
の

準
備

を
す

す
め

て
い

た
だ

け
る

よ
う

に
作

成
し

ま
し

た
。

こ
の

機
会

に
｢自

分
た

ち
の

生
命

は
自

分
た

ち
で

守
る

｣
と

い
う

自
主

防
災

意
識

を
よ

り
一

層
高

め
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

加
え

て
、



災
害

時
に

は
近

隣
、
地

域
で

の
助

け
合

い
が

と
て

も
大

切
で

す
。
ふ

だ

ん
か

ら
お

住
ま

い
地

域
の

行
事

に
参

加
し

た
り

、
ご

近
所

付
き

合
い

な
ど

で
交

流
を

深
め

、
顔

の
見

え
る

関
係

、
助

け
合

え
る

関
係

を
築

い
て

お
き

ま
し

ょ
う

。

２
）

「
医

療
的

ケ
ア

児
の

災
害

の
備

え
」

の
作

成
目

的
・
活

用
意

図

｢
医

療
的

ケ
ア

児
の

災
害

の
備

え
（以

下
、
災

害
の

備
え

）
｣
は

、
ご

家
族

自
ら

が
お

子
様

の
情

報
を

整
理

し
て

書
き

込
み

、
完

成
さ

せ
る

も
の

で

す
。

自
分

で
書

い
た

「災
害

の
備

え
」を

見
な

が
ら

、
自

分
で

必
要

な
物

品
の

準
備

を
す

す
め

る
こ

と
で

、
防

災
意

識
が

高
ま

り
、
自

主
防

災
の

強

化
が

図
ら

れ
る

こ
と

を
期

待
し

て
作

成
し

ま
し

た
。

「災
害

の
備

え
」に

は
、
災

害
時

に
持

ち
出

せ
る

よ
う

に
準

備
し

て
お

く

薬
や

医
療

物
品

の
リ

ス
ト

の
ほ

か
、
医

療
的

ケ
ア

の
内

容
や

電
源

確
保

の

確
認

欄
、
連

絡
先

リ
ス

ト
（
支

援
者

リ
ス

ト
）
、
さ

ら
に

は
生

活
支

援
の

内

容
（
食

事
、
排

泄
な

ど
）
も

含
ま

れ
て

い
ま

す
。



こ
れ

ら
の

情
報

は
災

害
時

に
支

援
を

求
め

る
時

に
必

要
と

な
る

情
報

で
す

の
で

、
こ

の
「災

害
の

備
え

」
を

災
害

時
の

情
報

共
有

ツ
ー

ル
と

し
て

も
利

用
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
災

害
時

に
は

自
ら

声
を

出

し
て

支
援

を
受

け
る

こ
と

が
と

て
も

大
事

で
す

が
、
そ

の
時

に
、
ど

ん
な

手
助

け
を

し
て

欲
し

い
の

か
、
ど

ん
な

も
の

が
足

り
な

い
の

か
を

正
確

に
、

簡
単

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
支

援
は

受
け

易
く

な
り

ま
す

。
そ

の

た
め

の
準

備
と

し
て

、
こ

の
「災

害
の

備
え

」
が

「災
害

時
に

求
め

る
支

援

内
容

の
リ

ス
ト

」
を

兼
ね

る
も

の
と

な
る

よ
う

に
記

入
内

容
を

決
め

て
い

ま
す

。

ま
た

、
ふ

だ
ん

の
支

援
者

へ
、
お

子
様

の
情

報
を

伝
え

る
ツ

ー
ル

と
し

て
も

使
用

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

市
町

村
や

保
健

所

な
ど

の
行

政
、
在

宅
医

や
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
提

供
の

ほ
か

、

例
え

ば
、
学

校
や

幼
稚

園
、
保

育
園

に
入

学
・入

園
時

や
、
短

期
入

所
や

レ

ス
パ

イ
ト

入
院

の
際

に
、
お

子
様

の
状

況
を

伝
え

る
の

に
便

利
で

す
。
ふ

だ
ん

か
ら

使
っ

て
お

く
こ

と
で

、
内

容
に

変
更

が
あ

っ
た

場
合

に
も

、
忘

れ
ず

に
修

正
で

き
る

と
思

い
ま

す
の

で
、
ぜ

ひ
、
日

常
で

の
活

用
も

考
え

て
み

て
く

だ
さ

い
。





３
）

「
医

療
的

ケ
ア

児
の

災
害

の
備

え
」
の

構
成

「
医

療
的

ケ
ア

児
の

災
害

の
備

え
」
は

、
保

護
者

の
皆

様
に

お
子

様
の

情

報
を

書
き

込
ん

で
い

た
だ

く
①
｢
本
体
｣

と
、

記
入

済
み

の
情

報
を

補
う

も
の

と
し

て
、

②
｢
お
薬
手
帳

、
物
品
発
注
書

※
、
人
工
呼
吸
器
設
定
記
載

の
用
紙

※
｣
を

考
え

て
い

ま
す

。
こ

の
①

②
は

必
ず

一
緒

に
携

帯
し

て
く

だ

さ
い

。
携

帯
に

便
利

な
よ

う
に

、
｢
本

体
｣
は

お
薬

手
帳

サ
イ

ズ
に

折
り

た
た

ん
だ

状
態

で
読

め
る

よ
う

に
様

式
デ

ザ
イ

ン
を

し
て

い
ま

す
。

そ
の

他
に

、
よ

り
詳

し
い

情
報

用
紙

と
し

て
③

別
紙
1
｢
支

援
者

連
絡

先

一
覧

｣
、

別
紙

２
｢
ケ

ア
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
2
4
時

間
表

記
）
｣

を
準

備
し

て
い

ま
す

。



４
）

記
入

の
手

引
き

次
ペ

ー
ジ

以
降

に

｢
医

療
的

ケ
ア

児
の

災
害

の
備

え
｣
記

入
の

手
引

き
」

（奈
良

県
・
医

療
的

ケ
ア

児
の

災
害

の
備

え
作

成
検

討
会

作
成

）
を

載
せ

て

い
ま

す
。



●配布しているＡ３用紙（両面印刷）を８分割
折り※すると、母子手帳サイズ（お薬手帳サイ
ズ）となりますので、携帯に便利です。

※８分割折りは、下図の方法で「３回の山折り
折り」をしてください。見やすい項目並びにな
るように順番を決めています。

●おもて面となる「表紙」「裏表紙」の２面で、
医療的ケアの種類と お子様の名前、年齢、病
名が支援者にわかるようになっています。

●「表紙」「裏表紙」の下段４ページは医療的
ケアの詳細のページとなっています。

配布している「医療的ケア児の災害の備え」は、
医療的ケアごとの情報を記入するページがすべて
含まれています。不要なページについては空欄と
してください。

日常の生活で、保護者・家族が行っているケア
の内容などを、わかる範囲で書いてください。

災害時に 保護者・家族以外（今後は支援者と
書きます）が手伝ったり、対応する際に「役立つ
情報」がまとめられた用紙となるように、この手
引きを参考に書いていきましょう。

医療的ケア児の

災害の備え
□ 人工呼吸器
□ 気管切開
□ 在宅酸素
□ 中心静脈栄養
□ 経鼻栄養・胃ろう
□ 人工肛門
□ 導尿・膀胱留置カテーテル

□ その他
（ ）

表紙
奈良県福祉医療部医療政策局

健康推進課 発行
（２０２０．１．３１）

禁無断複製・転載

ヘルプメッセージ❤

奈良 太郎
なら たろう

たろうくん

2013年10月20日

低酸素性虚血性脳症

けいれん時は、声かけや気をそらすようにする。
それでも治りきらなければ、ダイアップ座薬
６mg １個を使用。

卵アレルギーあります。

裏表紙

医療的ケア児の

災害の備え
□ 人工呼吸器
□ 気管切開
□ 在宅酸素
□ 中心静脈栄養
□ 経鼻栄養・胃ろう
□ 人工肛門
□ 導尿・膀胱留置カテーテル

□ その他
（ ）

表紙
奈良県福祉医療部医療政策局

健康推進課 発行
（２０２０．１．３１）

禁無断複製・転載

ヘルプメッセージ❤

奈良 太郎
なら たろう

たろうくん

2013年10月20日

低酸素性虚血性脳症

けいれん時は、声かけや気をそらすようにする。
それでも治りきらなければ、ダイアップ座薬
６mg １個を使用。

卵アレルギーあります。

裏表紙

医療的ケア児の

災害の備え
□ 人工呼吸器
□ 気管切開
□ 在宅酸素
□ 中心静脈栄養
□ 経鼻栄養・胃ろう
□ 人工肛門
□ 導尿・膀胱留置カテーテル

□ その他
（ ）

表紙
奈良県福祉医療部医療政策局

健康推進課 発行
（２０２０．１．３１）

禁無断複製・転載

ヘルプメッセージ❤

奈良 太郎
なら たろう

たろうくん

2013年10月20日

低酸素性虚血性脳症

けいれん時は、声かけや気をそらすようにする。
それでも治りきらなければ、ダイアップ座薬
６mg １個を使用。

卵アレルギーあります。

裏表紙

① 横に山折りする ② 縦に山折りする ④ ８分割折り

医療的ケア児の

災害の備え
□ 人工呼吸器
□ 気管切開
□ 在宅酸素
□ 中心静脈栄養
□ 経鼻栄養・胃ろう
□ 人工肛門
□ 導尿・膀胱留置カテーテル

□ その他
（ ）

表紙

③ 縦に山折りする

Ａ３両面印刷用紙の折り方

この２ページを見ながら
災害発生直後のお子様の安全確認と、ＳＯＳ発信

ができるように「安全確認フロー図」と「優先連絡先」
を最初に配置しています。

この下段の4ページは医療的ケアの
詳細ページになっています

「医療的ケア児の災害の備え」記入の手引き
～ 奈良県・「医療的ケア児の災害の備え（概要版）」作成検討会～



医療的ケア児の

災害の備え
□ 人工呼吸器

□ 気管切開

□ 在宅酸素

□ 中心静脈栄養

□ 経鼻栄養・胃ろう

□ 人工肛門

□ 導尿・膀胱留置カテーテル

□ その他
（ ）

１奈良県

✔

✔

✔

✔

お子様の医療的ケアについて、□欄に をつけましょう。

その他は( ）に書きましょう。

このページが「表紙」です



奈良県福祉医療部医療政策局
健康推進課 発行
（２０２０．１．３１）

禁無断複製・転載
２

ふりがな

名前 （愛称 ： ）

生年月日

病名

ヘルプメッセージ❤

【この冊子には、必要とする医療ケアや医療物品が記載されています。】

◆この冊子を持っているお子さまがいることを、近くの医療スタッフにお伝えください。
◆お子さまやご家族が困っている事があれば、できる範囲でお手伝いをお願いします。
◆一緒に持っている【お薬手帳】や【物品発注書】なども確認してください。

奈良 太郎
なら たろう

たろうくん

2013年10月20日

低酸素性虚血性脳症

急に触られるとパニックになります。先ず、目をみて
話しかけててください。

卵アレルギーあります。

このページが「裏表紙」です

〇 ヘルプメッセージには、お子様について

・必ず知っておいてもらいたいこと
・対応する上で留意してほしいこと
・コミュニケーションの方法
・苦手なこと、好きなこと

などを書きましょう。

例えば・・・
・話すことは苦手ですが、聞いて理解は出来ます。
・体温調節が苦手なので、暑さや寒さに弱いです。
・小麦アレルギーがあります。

（その他に、通常メッセージを書いても結構です）
・〇〇くんと呼んでください。



「日頃はできる」ことでも、災害時、停電時には慌ててし
まって何をするのか わからなくなることもあります。そんな
時に、このページを見て、確認しながら対応しましょう。次
ページの連絡先へSOSを求めることも大事です。

３

お子様の様子を確認するための照明について

◯ 電池式など停電時にも使える照明をベットサイドに準備
しておきましょう。手持ちのタイプでなく、置き型や、
挟んで固定するクリップタイプ、首かけタイプなど、
両手が使えるものが便利です。

◯ 重いものもありますので、お子様の上に落下等しないよ
うに注意が必要です。災害時に使う際の固定方法や固
定位置など、日頃から使い方を考えておきましょう。

３
２０

アンビューバックで呼吸を確保

支援者が手伝ってくれる場合を考えて、記入しておいて欲
しい項目があります。

◯ 初めての医療者でも、すぐにアンビューバックでの呼吸
確保ができるように「換気回数」を書いておきましょう。

◯ ブレーカーの場所はそれぞれの家によって違います。
駆けつけてくれた支援者が、このフローチャートを見て
確認することができるように書いておきましょう。

玄 関

災害時、停電時には、このフローチャートを見て、
落ちついて手順や、処置を思い出してください。



◯ このページには優先度の高い緊急時に連絡が必要な機関を
書きましょう。（記入例の他、避難行動を手助けしてくれ
る近所の方などがいる場合は書いておきましょう。）

◯ 避難先等で落ち着いた後の連絡先としての「日常での支援
者一覧」は別紙として準備（別紙１）しておきましょう。

4

児の呼吸確認などの安全確認のあと、引き続いての避難行動の手助けや、電源確保な
どのため、災害発生直後に、優先して連絡する先の一覧です。

避難場所（電源確保場所） ※事前に受入調整を済ませている場所だけ記載

◆優先連絡先◆ ～災害発生直後の連絡先～

関係者・機関・事業所 氏 名 ふりがな

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

関西電力 ☎ ０８００－７７７－３０８１
お客様番号

（14桁）

※ 停電時の関西電力への復旧依頼の電話番号になります。

避難場所の名称、連絡先（窓口、電話番号）を記載しましょう。
※事前に電源確保できる避難先（医療機関、福祉施設など）を
相談し調整しておきましょう。

母携帯
奈良 花子 なら はなこ

０９０－１１１１－１１１１

父携帯 奈良 ひろし なら ひろし

０９０－２２２２－２２２２

０８０－１２３４－５６７８
母方祖母携帯

小鳥遊 山子

母方祖父携帯
小鳥遊 山男 たかなし やまお

たかなし やまこ

訪看さん
大仏 だいぶつ

主治医
県立なら病院

村田先生 むらた

メーカー

０ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４

０８０－８７６５－４３２１

０７４２－００－１１１１

０７４２－１２－３４５６

０９０－００－１２３４

平城山（鹿さん） ならやま（しかさん）

関西電力による停電時の復旧作業は、時間を要することがあります
ので、自分で外部電源などを準備しておきましょう。

どのような関係か解ればいいので。「ママ（母）」「パパ（父）」、
「訪看さん」など簡単でもOKです。

関西電力への連絡にはお客様番号が必要です。お客様番号は「電気使
用量のお知らせ」や「振込用紙」などに記載されている１４桁の番号
です。

固定電話は、必ず市外局番から書いておきましょう。

駆けつけた支援者が代わりに連絡できるように、連
絡先一覧を紙面で準備しておきましょう。

相手の名前（読み方）を知っていると連絡がスムーズです。支援者が
代わりに連絡する場合に備えて、ふりがなを書いておきましょう。



● 医療機器の設定などの記載については、

『保護者の方が知っている内容』 ＝ 「日常
のケアをする上で必要な範囲」と考えて、

保護者が知っている内容（範囲）での記載を
お願いします。空欄となってもかまいません。

● 次ページからは、「医療的ケア」の内容ごとに、
その情報を書くページです。

● お子様によって必要なページが異なりますので、
不要な部分は空欄としておくか、／を入れてく
ださい。
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医療的ケアについて

人工呼吸器 気管切開

吸 引 在宅酸素

中心静脈栄養 経鼻栄養・胃ろう

●ここの内容は、一般の支援者ではなく、医療専門
職に見てもらうためのものですので、用語の解説
等はつけていません。

●医療的ケアの記載欄は、次の6項目について準備
しています。

『 自助・共助・公助 』 って なあに？

災害の備えには、自助・共助・公助の３つともが、互いに備え、補い、支え合っていくことが大切
です。自助とは、自分や家族の生命を自分たちで守るために自分自身で、家族全員で備えることです。
共助とは、近隣、地域の方々やふだんの仲間が助け合うこと。そして、公助は、行政（国、都道府県、
市町村など）や公的機関が行う防災対策・支援です。 公助あっての自助・共助、自助あっての共助
とされていて、公助でしかできない支援がある一方、自ら備え、自ら支援を求める本人の行動が、と
ても大切になります。この「医療的ケア児の災害の備え」の作成を通じて自助力を高めるとともに、
支援者等と共有することで共助、公助をうける準備としましょう。



◆設定内容◆ （設定医療機関： ）
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◯ 自発呼吸 ： あり ・ なし

◯ 離脱 ： 可（約 分） ・ 不可

◯ 装着時間 ： 常時 ・ 夜間のみ ・ 必要時（ ）

人工呼吸器

◯ 加湿器の機種名 （ ）

県立なら病院

ＶＩＶＯ ６０
平城山

０９０－００－１２３４

３

Fisher & Paylcel MR810

機
種

連
絡
先

☎

内蔵バッテリー持続時間 約 （ ）時間

設定日

年

月 日

呼吸器設定内容

モード 吸気圧 呼吸回数 ＰＥＥＰ Ｉ/E 備考

PSV １４ ６ ５

設
定
変
更

12／12 PSV １６ 6 5

／

／

※「災害の備え」本体には、全ての電源を要する機器の内蔵
バッテリー持続時間などの情報を一括記載する「電源準備
等」の項目が別ページにあります。

２０１８

８ ３

◯ 保護者の方が知ってる範囲の内容を書きましょう。

◯ 保守点検の業者さんから貰う「設定用紙」の内容を書き写
していただいても結構です。
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気管切開

◯ 気管カニューレの種類（製品名） （ ）

サイズ （内径:ID mm ）

◯ カフ ： あり （ エアー ml） ・ なし

◯ 喉頭気管分離 ： あり ・ なし

吸 引

◯ 吸引器の機種名 （ ）

連絡先 （ ）

☎ （ ）

※内蔵バッテリー ： あり（連続使用で約 分） ・ なし

口腔内吸引 鼻腔内吸引 気管内吸引

吸引ｶﾃｰﾃﾙ

ｻｲｽﾞ・深さ

（ ） Fr

（ ）cm挿入

（ ） Fr

（ ）cm挿入

（ ） Fr

（ ）cm挿入

吸引回数

（平均）

回／日・時間

（夜間 回）

回／日・時間

（夜間 回）

回／日・時間

（夜間 回）

吸引圧

（ｋPa cmH₂0）

◯ 吸引時の手技についての注意事項

該当の単位を◯で囲んでください。

ビボナＰＥＤ

４．５

パワースマイル

０９０－００－１２３４

平城山（鹿さん）

８ ８ ８

８

10 ５ 10－30

４ ４ ３-５

１０-２０ １０-２０ １０-２０

・注入後、30分は嘔吐するので吸引しない
・体調不良の時に回数が増える

吸引回数の記載が １日当たりか、１時間当たりか、
該当する方を〇で囲んでください。

◯ 吸引圧がわかるように、吸引器本体のダイヤルの目盛
りに印（⇒）などをつけておくのも一つの方法です。



使用基準（例：SpO2 ９０％未満の時、呼吸器離脱時、
寝ている時など）を書きましょう。

◯ 輸液の内容はここには書きません。◆お薬リスト◆
ページ、常備薬（注射薬）の欄に書いておきましょう。

◯ 使用している流量で、新しいボンベでの使用可能な
時間を日ごろから確認しておきましょう。

在宅酸素

◯ 使用流量 （ Ｌ／分 ）

常時 ・ 夜間のみ

その他 （ ）

◯ 使用方法

呼吸器に接続 ・ 人工鼻に接続 ・ 鼻カニューラ

その他（ ）

◯ 酸素濃縮器

機種名 （ ）

連絡先 （ ）

☎ （ ）

※内蔵バッテリー ： あり（連続使用で約 分） ・ なし

◯ 酸素ボンベ

あり サイズ （ Ｌ ）

中心静脈栄養

０．５

ＳpO₂が95％以下

ハイサンソ

０９０－００－１２３４

平城山

１．１

該当する使用方法を〇で囲みましょう。
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６０

◯ 滴下速度 （ ml／時間 ）

※手動の場合 （ 滴／分 ） ※いつも使用している輸液セットでの滴数です。

（輸液セットの種類によって滴数は変わります）

◯ 使用時間 ： 常時 ・ その他（ ）

※内蔵バッテリー ： あり （連続使用で約 分） ・ なし

◯ 一日輸液量 （ ml ）

◯ 輸液ポンプが使用できない場合には、手動滴下とする
こともあります。

◯ 輸液セットによって1滴の量は違いますので、いつも
と違う輸液セットを使用する場合は、｢滴下速度ml／
時間」、「1日輸液ml」が記載されていれば、これを参
考にして医師等が手動滴下数を決めることができます。

１８時から２３時まで
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経鼻栄養・胃ろう

・種 類 ： 胃ろう ・ 経鼻栄養

・注入スケジュール

★食材注入している場合など、災害時に注入物の確保ができない場合があります！
代用となるエネーボやラコールなどの栄養剤の内容を記載しましょう。

開始時間 終了時間 内容・量

・胃チューブ ： （ Fr） ・ 固定位置 （ ㎝）

・胃ろう ： バルン型 （ Fr、固定水 ml） ・ ボタン型

・注入時についての注意事項

注意することがあれば書いておきましょう。

８：００ ９：００

１２：００ １３：００

１６：００ １７：００

２１：００ ２２：００

エレンタール 180-200ml

注入食 100ml

注入食 100ml

エレンタール 180-200ml

14 ４

食後にさゆ20ml注入

該当する種類を〇で囲みましょう。

・該当する種類を〇で囲みましょう。
・バルン型では（ ）内も書いておきましょう。
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◆基本情報◆ バイタルサインズ

身長 ｃｍ

体重 ｋｇ 測定日 ２０１９年 １ 月 １１日

体温

平常時は ℃～ ℃前後

夏期は ℃～ ℃前後

冬期は ℃～ ℃前後

・体温調節 できる 難しい

・注意点

SaO2 平常時は ％～ ％程度

・低い時の対応は

心拍数 平常時は ～ /min前後

呼吸数 平常時は ～ /min前後

その他に注意してほしいこと

１００

１３

１００ １２０

１８ ２４

９５

３７

３６

３７

１００

①体位変換（右向きが安定する）
②吸引
③酸素投与

● ケアの時間帯などを書き込む「1日のケアスケジュール」
用紙を別に準備（別紙２）しています。

初めての支援者に ふだんのお子様の様子がわかる
ように、「バイタルサインズ」「日常生活（支援内
容）」をまとめておきましょう。



▶災害時の
相談窓口情
報などを小
児アレルギ
-学会のHP 
https://w
ww.jspac
i.jp/
で確認でき
ます。

食事
（形態）

回 / 日

普通食 ・ きざみ食 ・ ペースト状 ・ 注入※

※注入の時の注意 （姿勢、早さなど 注意点）

代用となる
栄養剤

注入食の種類 （ ） ※

（ ml × 回 / 日 ）

特殊ミルク

品名・メーカー ：

特殊ミルクのみの量 （ ml / 日）

特殊ミルクの調乳法 ：

食物
アレルギー

エピペン携帯

食物アレルギー ： あり ・ なし

あり ・ なし
指示内容

◆基本情報◆ 日常生活
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排便

回数： 回 / 日

方法： 自立 オムツ 浣腸 ストーマ

時間：（ 時、 時、 時、 時）

下剤服用： 有 （毎日 ） ・ 無

排尿

回数： 回/ 日

方法： 自立 オムツ 導尿 バルン留置

時間：（ 時、 時、 時、 時）

※食材注入
している場
合など、災害
時に注入物
の確保がで
きない場合
がありま
す！
代用となる
エネーボやラ
コールなど
の栄養剤の
内容を記載
しましょう。

オムツ
サイズ

ストーマ
製品

具体的な注意点があれば書いておきましょう。

調乳法：例）ミルク５０ｇ＋お湯２00ml

アレルギーのある食材名を具体的に書いておきましょう。

１ １

乳児
用Ｌ

６

エレンタール

ゆっくり注入 ６０分程度

180ー200 ２

卵

該当する種類を〇で囲みましょう。(以下の項目も同様に)

https://www.jspaci.jp/


◆保険証等一覧◆

関係機関等へは、このページを省いて提供されても結構です。

もちろん、原本を持っている方が、最良です。

更新年月日 年 月 日
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健康保険証 記号・番号 保険者番号・名称

被用者健康保険証
（又は事業所名）

国民健康保険証
（又は組合名）

公費負担医療 公費負担者番号（８桁） 受給者番号（7桁）

小児慢性特定疾病医療
受給者証

指定難病医療受給者証

自立支援医療受給者証
（育成・更正・精神通院）

その他 発行自治体名 交付番号・手帳番号

身体障害者手帳

療育手帳

障害者手帳

・災害による被災に伴い、健康保険証や公費負担医療受給証等を紛失あるいは家庭に残し
たまま避難した場合に備え、上記の内容を記載しておきましょう。

・過去の大規模災害での取り扱い
上記内容を医療機関等に伝えることでスムースに保険診療及び公費負担の取り扱いが

受けられました。

お手持ちの健康保険証に記されている「記号・番号」、「保
険者番号・名称」または事業所名（組合名）を記載しましょ
う。

公費負担医療を受けられている受給者証の「公費負担番号」、
「受給者番号」を記載しましょう。

お手持ちの障害者手帳等の「発行自治体名」、「交付番号・
手帳番号」を記載しましょう。

地・奈良
１１１１１１ 奈良県〇〇〇組合

５２２９８０１５ １２３４５６７

奈良県

障害者手帳（精神障害者保健福祉手帳）は、表紙に記載され
ている自治体名が発行自治体となります。

災害時にも、保険医療や公費負担医療、福祉サービ
スが受けられるように情報をまとめておきましょう。



● 正弦波について
人工呼吸器などは「正弦波」の電流が供給されることで、設定どお
りの正確な作動が保証されています。発電機やインバーターなどが
「正弦波」であることを確認して購入しましょう。

● バッテリーは充放電の反復により劣化します。規格上の作動時間
は、あくまで新品状態での時間です。

● 内蔵バッテリーはあくまで「緊急時のバックアップ」と考え、災
害時はもちろん、日常の外出時などでも使用を避け、外部からの
電源に繋ぎましょう。

● 発電機や自動車電源などの外部電源使用にあたっては専用コード
やインバーターのほか、使用場所までの延長コードが必要なこと
が多いです。事前の作動確認の際に、確認して準備しておきま
しょう。

● 災害時の電源確保については、参考資料の項目に、ネット公開
されている資料を紹介していますのでご確認ください。
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（用語説明） ⬛内蔵バッテリー：機器本体に内蔵されているバッテリー
⬛専用外部バッテリー：その医療機器専用の外付けバッテリー
⬛外部電源：蓄電池・自動車・自家発電機など

□ 災害時の停電に備えて、バッテリーの作動持続時間の確認や、専用
予備バッテリー・外部電源を準備しておきましょう。

□ バッテリーは常に充電しておきましょう。

◆電源準備等◆ ～停電時の電源確保～

使用機器 内蔵バッテリー 専用予備バッテリー

①
あり ・ なし あり ・ なし

約 時間 約 時間

②
あり ・ なし あり ・ なし

約 時間 約 時間

③
あり ・ なし あり ・ なし

約 時間 約 時間

④
あり ・ なし あり ・ なし

約 時間 約 時間

⑤
あり ・ なし あり ・ なし

約 時間 約 時間

外部電源 なし あり

▶該当種類を◯で囲む ①蓄電池 ②自動車

③自家発電機

１）ガソリン ２）カセットガス

▶作動時間 おおよそ 時間

▶正弦波であるか 正弦波である 正弦波でない 未確認

▶事前に作動確認をしたか 確認済み（確認日： ） ・ していない

ＶＩＶＯ

パワースマイル

ネルコア

３

０．５

□ バッテリーの作動持続時間の確認をしましょう。
□ 専用外部バッテリー・外部電源を準備をしましょう。
□ バッテリーは常に充電しておきましょう。
□ 実際に、外部専用バッテリーや外部電源を使用して、作動確認

しておきましょう（←大切です）

災害時の停電に備えましょう！

〇 作動確認、充電状況の確認は定期的に行い、確認日を書いておき
ましょう

◯ 自動車のシガーソケットを利用する場合は、一般的な車のシガー
ソケットはDC（直流）12Vですので、AC（交流）に変換するイン
バーターが必要です。このインバーターは、人工呼吸器などに使用
するときは必ず「正弦波」のものを使用してください

２０１９．１．１１



内服薬
座薬

外用薬

チェック 薬剤名 冷中保存

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

◆お薬リスト◆
事前にパッケージ（まとめておくこと）、３日分の準備を！

常用薬

更新年月日 ２０１９年１０月２５日
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◯ お薬の量や、飲む回数、時間の変更はお薬手帳で確認します
ので、一緒に携帯してください。

◯ 風邪や下痢など、体調をくずした時に、臨時にもらったお薬
は記入する必要はありません。

注射薬

チェック 薬剤名 冷中保存

□

□

□

□

チラージン

ダントロレン

オノン

デパケン

エルカルチン

フェノバール

大建中湯

✔

✔

✔

✔

✔

✔

お薬を準備しておきましょう！

準備できた薬のチェック欄に をつけて確認しましょう。

◯ 書き換えは、そのお薬をやめたり、新しい薬が追加になった
時だけです。
（書き換えた日＝更新日（最上段に欄あり）を書いておきましょう。）

お薬手帳では、全ての必要なお薬が一括して処方されている場
合もありますが、一部のみの処方の場合もありますので、支援者
が「必要な薬」を確認する際には 以下の方法をとります。

・このページで⇒ 「必要なお薬の名前」を確認。
・お薬手帳で ⇒ それぞれのお薬の「直近（最新）の用量・

用法等の詳細」を確認。

□ 最低３日分の薬は持ち出せるようにしておきましょう。
□ 新しく薬をもらった時や、３か月毎などタイミングを決め

て、新しい薬と入れ替えるようにしましょう。
□ お薬手帳も必要です。一緒に携帯しましょう。
□ 冷中保存の薬は、避難時に持ち出すことを忘れずに。

◯ 常用しているお薬のページです。ここにはお薬の名前だけを
書きましょう。

★記載方法★

◯ 冷中保存が必要な場合は、 を記入します。
※持ち出しの際の忘れ防止及び、避難後の保管の注意のために
チェックを入れておきましょう。
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◆お薬リスト◆

使用頻度を考えて、3日程度での使用量の準備をしておきましょう。

内服薬
座薬

外用薬
・

注射薬

チェック 薬剤名 冷中保存

□

□

□

□

□

□

□

発作時
などの
頓用

ワコビタール坐 50mg

トリクロールＳ 8mg ✔✔

✔ ✔

◯ けいれん発作時や 便秘が続くときなどに使用するように
指示があったお薬はこのページに書きましょう。

ラキソベロン液✔

更新年月日 ２０１９年１０月２５日

◯ 冷中保存が必要な場合は、 をしましょう。
※持ち出しの際の忘れ防止及び、避難後の保管の注意のため
にチェックを入れておきましょう。



物品リスト チェック欄
用途 物品 要 確認日

人工呼吸器

滅菌蒸留水

アンビューバック

気管切開

気管カニューレ（予備）

Yガーゼ

カニューレ固定ひも

人工鼻

吸引チューブ

（以下必要な人）

カフ用注射器

消毒物品

在宅酸素

酸素ボンベ

酸素接続チューブ

濃縮器用の水（水道水可）

栄養

胃チューブ・胃ろうチューブ

固定テープ

固定水（水道水可）

注入セット

イリゲーター

胃ろう用コネクター

注射器

聴診器

✔
✔

✔
✔

✔
✔

✔

✔
✔

✔
✔
✔
✔
✔

✔

✔
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〇 準備を確認した日（物品を入替日）を記載しておきましょう。

◆必要物品リスト◆
事前にパッケージ（まとめておくこと）、 ３日分の準備をしましょう。

✔

必要物品を準備しておきましょう！

〇 このページでは、必要物品（項目だけ）をチェックします。
（具体的な商品名などは「物品発注者」で確認します。）

・必要なものに をつけましょう。
・不要なものは空欄か、 をつけましょう。

□ 最低３日分の物品を持ち出せるようにしておきましょう。
□ タイミングを決めて、定期的に新しい物品と入れ替えるよ

うにしましょう。
□ 医療機関で必要物品をもらう時の「物品発注書※」があれ

ば、そのコピーを一緒に携帯しておきましょう。2000.1.19

2000.1.19

2000.1.19

2000.1.19

● ※「物品発注書」は、医療機関で物品をもらう時に、保護
者が必要物品と量を記入した用紙を持参（FAＸ）する方法
をとっている場合の、保護者が記入している用紙ことです。
名称は異なる場合もあります。

● 「物品発注書」には必要物品（商品名）とその１か月分の
必要量が記載されていますので、災害時に「何が」「どれ
ぐらいの量」必要なのかを支援者に理解してもらえるので
便利です。

● 医療機関でもらっていない物品（一般薬局などで購入して
いるもの）は「物品発注書」（余白や裏面など）に、保護
者の方が追加で記載しておくと、1枚の用紙で全ての必
要物品の詳細が全て、わかるので便利です。
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物品リスト チェック欄

用途 物品 要 確認日

導尿

カテーテル： サイズ（ Fr)

消毒物品

挿入ゼリー

滅菌手袋

廃液バック

排便

グリセリン浣腸 （ ml）

手袋

オムツ

中心静脈栄養

輸液ポンプ

輸液ルート

注射器

固定テープ

消毒物品

〇 その他の物品は、ここに書きましょう。

※このあとのページに【用途毎に自由記載欄を多く設けた様
式】を準備していますので、そちらに書いた後、必要な用途
部分だけを切り取り、「災害の備え」本体のページに、貼り
付ける方法もあります。

✔
✔

✔

✔
✔

✔

✔

✔

３０

◆必要物品リスト◆
事前にパッケージ（まとめておくこと）、 ３日分の準備をしましょう。

〇 ｢用途」全体で不用なものは空欄とするか、全体に／を入れ
ましょう。

● 災害時には 日常で使っている製品と全く同じものが提供さ
れるとは限りません。物品発注書に記載されている「商品
名」を参考に、同様に使用できるものとして別製品が提供さ
れることもあります。

これで 『災害の備え』 が書き終わりました！

この用紙を見ながら、
必要なお薬や物品、電源、コードなどの準備を

すすめてくださいね。

そして、ふだんの支援者の皆さんや、
行政への情報提供をお願いします。

ＯＫ！

2000.1.19

2000.1.19
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チェック
欄

・｢医療的ケア児の災害の備え｣（本体）の記入

・お薬手帳、物品発注書、人工呼吸器設定用紙等の準備

・物品発注書への追加記載 （保護者が直接購入している物品）

・別紙１（支援者連絡一覧）・別紙２（ケアスケジュール）の記入

・上記の紙情報＋（保険証、公費負担医療証、各種手帳）をひとまとめにして準備

・停電時用の照明の準備

・外部電源の準備（購入・借用等）

・必要なコード類の準備 （専用コード、自動車用インバーター、延長コード等）

・外部電源の作動確認

・お薬3日分の準備（パッケージ）

・必要な物品3日分の準備（パッケージ）

・特別な食事（液体栄養剤、特殊ミルク、アレルギー対応食など）の準備

・行政・支援者などへの情報提供

◆ ｢備え｣ができているか、確認してみましょう。 （お子様によっては不要な項目もあります）
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